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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 32,708,256 35,100,473 68,916,997

経常利益 （千円） 1,486,619 1,470,394 3,146,432

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 361,145 902,623 1,461,241

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 436,652 906,874 1,608,915

純資産額 （千円） 21,779,230 22,946,749 22,951,494

総資産額 （千円） 57,371,723 57,325,691 60,763,511

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 30.16 79.04 122.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.8 39.8 37.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △158,876 1,386,784 2,355,657

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △101,446 △561,857 △1,237,504

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △330,115 △1,969,681 212,360

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,652,023 3,473,876 4,587,142

 

回次
第56期

第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成26年
７月１日

至平成26年
９月30日

自平成27年
７月１日

至平成27年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △8.73 35.39

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の推し進める経済、財政政策を背景に企業業績の回復か

ら、設備投資は持ち直しの動きが見られたほか、個人消費や雇用情勢も改善する等、景気は緩やかな回復基調で推

移しておりましたが、中国を始めとするアジア新興国等の景気の下振れ懸念等から不透明な状況となっておりま

す。

当鉄鋼流通加工業界におきましては、中国による鉄鋼製品の過剰生産は収束の目途がたたず、あふれた製品は東

アジアの鋼材マーケットを急速に悪化させており、その影響から国内においても輸入材の増加やスクラップ価格の

急落等が発生しており、鋼材市況は下げ足を早めております。荷動きにつきましては、首都圏を中心に建築需要は

堅調に推移しているものの工期の遅れ等から盛り上がりに欠ける状況となっております。

このような環境下にありまして当社グループは、東日本大震災の復興需要につきましては引き続き土木材が堅調

に推移すると共に、建築物件等も活発化してきており幅広く受注活動を展開しております。また、2020年東京オリ

ンピックの開催が決定し、首都圏を中心に関連投資案件が徐々に具体化してきております。その他の地域において

も積極的な営業活動を展開しており、得意先でありますゼネコンやファブリケーターが請負う建築物件等の受注状

況は引き続き堅調に推移しております。この様な状況から、鋼材の販売・加工事業につきましては、市況低迷によ

る逆風はあったものの販売量・販売金額共に前年同期を上回る事ができました。なお、東京支社を中心とした鉄骨

工事請負事業は、民間設備投資は持ち直しの動きが見られ、物件情報等は増加しており、他社との競合など厳しさ

は残るものの、長年の施工実績等から受注活動は堅調に推移しております。工事売上額につきましては、工事進行

基準適用の大型物件に加え、工事完成基準適用の中小物件も着実に完成を迎えた事から売上高は大幅な増加となり

ました。これらの結果から当第２四半期連結累計期間の売上高は35,100百万円（前年同期比7.3％増）となりまし

た。

収益面におきましては、鋼材の販売・加工事業は鋼材市況が弱含んでいる事から厳しい結果となりましたが、鉄

骨工事請負事業は、鉄骨加工単価回復後の物件が着実に完成や工事進捗しており収益に結びついております。これ

らの結果から当第２四半期連結累計期間の営業利益は1,346百万円（前年同期比4.2％増）となりました。また、営

業外損益につきましては、為替差益192百万円、デリバティブ評価損158百万円等により経常利益は1,470百万円

（前年同期比1.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は902百万円（前年同期比149.9％増）となりまし

た。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　鋼材の販売・加工事業

鋼材の販売・加工事業は、建築関連の民間設備投資は持ち直しており、鋼材の荷動きは回復傾向にあったもの

の、夏場以降の鋼材市況低迷から若干陰りを見せております。しかしながら積極的な営業活動等により販売量・

販売金額は共に前年同期を上回る事ができました。

品種別に見ますと、当社主力のＨ形鋼は、土木向け等の目立った物件はなかったものの、従来からの建築向け

の販売は堅調に推移しました。また、その他の条鋼も拡販に努めた結果、条鋼類は、販売量は前年同期を上回り

ましたが、販売金額は若干下回る結果となりました。鋼板類は、敷き板や切板を中心に鋼板が大幅に伸びた事に

加え、当社にて製造販売をしている合成スラブ用デッキプレートとフラットデッキプレートも堅調に推移した事

から、販売量・販売金額共に前年同期を大幅に上回る結果となりました。鋼管類は、ロール成形コラムは前年同

期並みとなりましたが、プレス成形コラムは増加した事から、販売量・販売金額共に前年同期を若干上回りまし

た。以上の結果から、売上高は26,968百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は鋼材市況の低迷の影響から920

百万円（前年同期比26.7％減）となりました。
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②　鉄骨工事請負事業

鉄骨工事請負事業は、民間設備投資は回復の兆しを見せており、首都圏を中心とした再開発や大型物件に加

え、地方の中小物件にもようやく動きがみられる様になって参りました。受注状況につきましては、物件が大型

化している事から受注件数は前年同期に比べ減少しているものの、受注金額は大幅に上回り、収益性も改善傾向

にあり順調に推移しております。売上高につきましては、工事進行基準適用の大型物件は堅調に進捗している事

に加え、工事完成基準適用の中小物件も着実に完成を迎えた事から、売上高は7,935百万円（前年同期比26.3％

増）となりました。また、収益につきましては、鉄骨加工単価の上昇に加え、鉄骨加工子会社において原価低減

の取り組みから着実に改善しており営業利益は653百万円（前年同期比111.3％増）となりました。

③　その他

その他は、運送業及び倉庫業であり、運送業についてはグループ外の鉄骨製品輸送を積極的に行った事から売

上高は前年同期を大幅に上回りました。新規車両の導入等により輸送原価の増加要因はありましたが、原油価格

の低迷から燃料費は低下しており、収益につきましても堅調に推移しました。また、倉庫業についても取扱量が

急増しており、売上高は前年同期を大幅に上回る結果となりました。これらにより売上高は196百万円（前年同

期比71.4％増）、営業利益は63百万円（前年同期比32.3％増）となりました。

(2）財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は57,325百万円（前連結会計年度末は60,763百万円）となり、

3,437百万円減少しました。主な要因は、鋼材在庫圧縮に伴う商品及び製品の減少1,716百万円、原材料及び貯蔵

品の減少355百万円並びに現金及び預金の減少932百万円、受取手形及び売掛金の減少350百万円等によるもので

あります。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は34,378百万円（前連結会計年度末は37,812百万円）となり、

3,433百万円減少しました。主な要因は、鋼材の仕入減少に伴う買掛金の減少1,535百万円及び短期借入金の減少

1,000百万円等に加え、関東支店の災害復旧作業が完了し災害損失引当金1,055百万円が減少した事によるもので

あります。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は22,946百万円（前連結会計年度末は22,951百万円）とな

り、4百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金の増加591百万円及び自己株ＴＯＢによる自己株式の増加

600百万円等であります。この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は39.8％となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

1,113百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には3,473百万円（前年同期比31.0％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は1,386百万円（前年同期比は158百万円の使用）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益1,471百万円、売上債権の減少額433百万円、たな卸資産の減少額1,772百万円及び未成工事

受入金の増加額658百万円等がありましたが、仕入債務の減少額1,535百万円、災害損失引当金の減少額1,055百万

円、法人税等の支払額655百万円等により一部相殺されたものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は561百万円（前年同期比453.8％増）となりました。これは主に、有形固定資産の

取得による支出687百万円、定期預金預入による支出236百万円及び定期預金払戻による収入354百万円等によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は1,969百万円（前年同期比496.7％増）となりました。これは主に、短期借入金の

減少額1,000百万円、配当金の支払額311百万円及び自己株式取得による支出600百万円等によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動について、特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,147,000

計 46,147,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,215,132 12,215,132

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 12,215,132 12,215,132 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 12,215,132 － 3,948,829 － 4,116,979

 

EDINET提出書類

株式会社アイ・テック(E01297)

四半期報告書

 5/19



（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社相模鋼材商会 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町2844番地 2,659 21.77

大栄總合開発株式会社 静岡県静岡市清水区押切811番地 1,417 11.60

大畑　榮一 静岡県静岡市清水区 1,055 8.64

大畑　雅稔 静岡県静岡市清水区 927 7.59

大畑　大輔 静岡県静岡市清水区 695 5.69

大畑　攝子 静岡県静岡市清水区 517 4.24

山下　仁美 静岡県静岡市清水区 512 4.19

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町二丁目２番３号 499 4.09

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町一丁目10番地 485 3.97

スルガ銀行株式会社 静岡県沼津市通横町23番地 375 3.07

計 － 9,144 74.86

（注） 上記のほか当社所有の自己株式802千株(6.57%）があります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　802,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　11,411,600 114,116 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,532 － －

発行済株式総数 12,215,132 － －

総株主の議決権 － 114,116 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、名義書換失念株式が3,100株含まれております。また、「議決権の

数」欄には、名義書換失念株式に係る議決権の数31個が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アイ・テック
静岡県静岡市

清水区三保387番地7
802,000 － 802,000 6.57

計 － 802,000 － 802,000 6.57

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表については太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,322,126 4,390,090

受取手形及び売掛金 21,821,996 21,471,507

商品及び製品 8,847,486 7,130,807

原材料及び貯蔵品 2,734,136 2,378,651

未成工事支出金 1,892,323 2,192,019

繰延税金資産 439,033 146,847

その他 710,823 558,185

貸倒引当金 △30,307 △23,000

流動資産合計 41,737,619 38,245,110

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 12,608,736 12,633,787

減価償却累計額 △7,594,553 △7,742,965

建物及び構築物（純額） 5,014,182 4,890,821

機械装置及び運搬具 5,130,931 5,363,937

減価償却累計額 △4,326,045 △4,368,747

機械装置及び運搬具（純額） 804,886 995,189

土地 10,716,084 10,705,395

リース資産 461,420 425,147

減価償却累計額 △198,475 △217,237

リース資産（純額） 262,945 207,910

建設仮勘定 11,556 365,912

その他 357,824 364,420

減価償却累計額 △333,092 △337,233

その他（純額） 24,731 27,186

有形固定資産合計 16,834,386 17,192,414

無形固定資産 44,847 123,118

投資その他の資産   

投資有価証券 928,543 898,932

関係会社株式 1,000 1,000

関係会社出資金 38,375 38,375

保険積立金 391,985 407,798

繰延税金資産 51,631 55,090

その他 1,024,186 654,103

貸倒引当金 △289,064 △290,251

投資その他の資産合計 2,146,657 1,765,047

固定資産合計 19,025,891 19,080,581

資産合計 60,763,511 57,325,691
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 11,735,345 10,200,087

短期借入金 18,300,000 17,300,000

リース債務 109,046 119,812

未払法人税等 675,002 211,849

未払消費税等 425,736 388,387

賞与引当金 293,000 283,100

役員賞与引当金 16,600 25,400

未成工事受入金 964,908 1,623,226

災害損失引当金 1,055,427 －

その他 881,530 947,288

流動負債合計 34,456,597 31,099,152

固定負債   

リース債務 106,986 120,247

繰延税金負債 1,127,895 1,152,375

役員退職慰労引当金 635,379 117,943

退職給付に係る負債 1,201,761 1,173,179

負ののれん 142,193 94,795

その他 141,204 621,250

固定負債合計 3,355,420 3,279,790

負債合計 37,812,017 34,378,942

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,948,829 3,948,829

資本剰余金 4,116,979 4,116,979

利益剰余金 14,748,962 15,340,286

自己株式 △204,606 △804,926

株主資本合計 22,610,164 22,601,168

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 274,631 253,801

退職給付に係る調整累計額 △46,424 △41,830

その他の包括利益累計額合計 228,206 211,971

非支配株主持分 113,122 133,608

純資産合計 22,951,494 22,946,749

負債純資産合計 60,763,511 57,325,691
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 32,708,256 35,100,473

売上原価 28,296,817 30,547,736

売上総利益 4,411,438 4,552,736

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 779,986 885,331

給料手当及び賞与 846,134 843,277

賞与引当金繰入額 149,724 164,760

役員賞与引当金繰入額 18,400 25,400

退職給付費用 46,507 49,313

役員退職慰労引当金繰入額 85,480 64,063

減価償却費 170,289 181,016

その他 1,023,439 993,510

販売費及び一般管理費合計 3,119,962 3,206,672

営業利益 1,291,475 1,346,064

営業外収益   

受取利息 1,397 3,005

受取配当金 6,272 6,434

仕入割引 18,530 15,578

受取賃貸料 23,486 46,630

為替差益 173,095 192,382

負ののれん償却額 47,397 47,397

貸倒引当金戻入額 45,956 2,798

その他 77,106 34,368

営業外収益合計 393,242 348,595

営業外費用   

支払利息 51,616 47,067

デリバティブ評価損 113,681 158,593

その他 32,800 18,604

営業外費用合計 198,098 224,265

経常利益 1,486,619 1,470,394

特別利益   

投資有価証券売却益 6,203 －

補助金収入 － 1,358

特別利益合計 6,203 1,358

特別損失   

災害による損失 901,277 －

特別損失合計 901,277 －

税金等調整前四半期純利益 591,544 1,471,752

法人税、住民税及び事業税 280,830 197,752

法人税等調整額 △56,776 350,890

法人税等合計 224,053 548,642

四半期純利益 367,491 923,109

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,345 20,486

親会社株主に帰属する四半期純利益 361,145 902,623
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 367,491 923,109

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 63,141 △20,829

退職給付に係る調整額 2,115 4,594

繰延ヘッジ損益 3,904 －

その他の包括利益合計 69,161 △16,234

四半期包括利益 436,652 906,874

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 430,379 886,388

非支配株主に係る四半期包括利益 6,272 20,486
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 591,544 1,471,752

減価償却費 344,643 350,885

貸倒引当金の増減額（△は減少） △62,167 △1,120

賞与引当金の増減額（△は減少） 69,200 △9,900

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24,100 8,800

災害損失引当金の増減額（△は減少） 981,000 △1,055,427

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 62,800 △517,436

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 37,281 △22,846

受取利息及び受取配当金 △7,670 △9,439

支払利息 51,616 47,067

為替差損益（△は益） △12,189 △31,488

投資有価証券売却損益（△は益） △6,203 －

有形固定資産売却損益（△は益） 384 △3,048

有形固定資産除却損 1,545 0

デリバティブ評価損益（△は益） 113,681 158,593

保険解約損益（△は益） △33,656 △702

補助金収入 － △1,358

売上債権の増減額（△は増加） △649,465 433,235

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,157,853 1,772,468

その他の流動資産の増減額（△は増加） 416,773 △112,162

仕入債務の増減額（△は減少） △935,524 △1,535,257

未払消費税等の増減額（△は減少） 128,908 △31,279

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,533,568 658,317

その他の流動負債の増減額（△は減少） △885 △21,824

その他 △167,695 516,985

小計 275,536 2,064,813

利息及び配当金の受取額 7,670 9,439

利息の支払額 △49,171 △47,206

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △392,912 △655,461

補助金の受取額 － 1,358

保険金の受取額 － 13,841

営業活動によるキャッシュ・フロー △158,876 1,386,784
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △114,980 △236,210

定期預金の払戻による収入 54,980 354,980

有形固定資産の取得による支出 △208,909 △687,409

有形固定資産の売却による収入 69,822 18,707

投資有価証券の取得による支出 △608 △625

投資有価証券の売却による収入 16,726 －

短期貸付金の純増減額（△は増加） △2,001 5

長期貸付金の回収による収入 649 10,477

保険積立金の積立による支出 △20,157 △19,562

保険積立金の払戻による収入 101,802 4,453

その他 1,229 △6,673

投資活動によるキャッシュ・フロー △101,446 △561,857

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △1,000,000

自己株式の取得による支出 － △600,320

配当金の支払額 △275,035 △311,237

リース債務の返済による支出 △55,080 △58,124

財務活動によるキャッシュ・フロー △330,115 △1,969,681

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,518 31,488

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △577,920 △1,113,265

現金及び現金同等物の期首残高 3,229,944 4,587,142

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 2,652,023 ※１ 3,473,876
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

（追加情報）

（役員退職慰労引当金）

当社は、従来、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を役員退職慰労引当金とし

て計上しておりましたが、役員報酬制度改定の一環として、役員退職慰労金制度を廃止することとし、平成27年

６月26日開催の第56期定時株主総会において、退職慰労金を打切り支給としたうえで各役員の退任時に支払うこ

とを決議いたしました。

これにより、役員退職慰労引当金を全額取崩し、打切り支給額の未払い分577,750千円を固定負債の「その他

（長期未払金）」に計上しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 3,574,826千円 4,224,757千円

 

２．債権流動化による売掛債権譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

売掛債権譲渡高 －千円 1,523,059千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 2,827,003千円 4,390,090千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △174,980 △916,214

現金及び現金同等物 2,652,023 3,473,876

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 275,380 23  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 311,299 26  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成27年２月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式560,000株の取得を行いました。この

結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が600,320千円増加し、当第２四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が804,926千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
鋼材の販売
・加工事業

鉄骨工事
請負事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 26,311,992 6,281,734 32,593,726 114,529 32,708,256 － 32,708,256

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,887,266 34,675 1,921,941 1,177,669 3,099,611 △3,099,611 －

計 28,199,259 6,316,409 34,515,668 1,292,198 35,807,867 △3,099,611 32,708,256

セグメント利益 1,256,022 309,476 1,565,499 47,654 1,613,154 △321,678 1,291,475

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、運送事業及び倉庫事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△321,678千円には、セグメント間取引消去△50,729千円、全社費用△270,949千円が

含まれております。全社費用は、主に当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
鋼材の販売
・加工事業

鉄骨工事
請負事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 26,968,601 7,935,514 34,904,116 196,356 35,100,473 － 35,100,473

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,296,187 232,877 2,529,064 1,206,651 3,735,716 △3,735,716 －

計 29,264,789 8,168,391 37,433,181 1,403,008 38,836,189 △3,735,716 35,100,473

セグメント利益 920,544 653,837 1,574,382 63,043 1,637,425 △291,361 1,346,064

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、運送事業及び倉庫事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△291,361千円には、セグメント間取引消去12,704千円、全社費用△304,066千円が含

まれております。全社費用は、主に当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 30円16銭 79円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
361,145 902,623

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
361,145 902,623

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,973 11,419

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

（株式報酬型ストックオプション（新株予約権）の発行）

当社は、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、平成27年９月28日開催の当社取締役会にお

いて、当社取締役（社外取締役を除く。）に対し株式報酬型ストックオプションとして新株予約権を発行する

事を決議し、平成27年10月14日に発行内容が下記のとおり確定いたしました。

（1）新株予約権の割当日

平成27年10月14日

（2）新株予約権の割当対象者

当社取締役（社外取締役を除く。）５名

（3）新株予約権の発行数

218個

（4）新株予約権の発行価額

新株予約権１個当たり　66,500円（１株当たり　665円）

（5）新株予約権の目的となる株式の種類及び数

当社普通株式　21,800株（新株予約権1個当たりの目的である株式の数100株）

（6）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、当該各新株予約権を行使することにより交付を受

けることができる株式１株当たりの払込金額を１円とし、これに付与株式数を乗じた金額とする。

（7）新株予約権を行使することができる期間

平成27年10月15日から平成57年10月14日まで

（8）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、こ

れを切り上げる。

②　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記 ① 記載の資本

金等増加限度額から上記 ① に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

（9）新株予約権の譲渡に関する事項

譲渡による新株予約権の取得については、当社の取締役会決議による承認を要する。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

株式会社アイ・テック

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大木　智博　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 柴谷　哲朗　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイ・

テックの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイ・テック及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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